
な
っ
た
200
万
円
の
内
容
は
。

答
弁　

美
堀
町
地
域
の
狭
隘
道

路
の
拡
幅
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

質
問　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
引
き
上
げ
で
、
令
和
２
・

３
年
度
の
均
等
割
、
所
得
割
の

改
定
状
況
と
、
平
均
保
険
料
は
。

答
弁　

均
等
割
は
４
万
４
千
100

円
で
800
円
増
額
し
、
所
得
割
は

8.72
%
で
、
0.08
ポ
イ
ン
ト
減
と
な

る
。
都
全
体
で
の
平
均
保
険
料

は
、
10
万
１
千
53
円
と
な
る
。

令

和

昭

島

の

会

質
問　

自
治
会
へ
の
補
助
金
に

つ
い
て
、
平
成
28
年
度
か
ら
30

年
度
に
か
け
て
増
額
と
な
っ
て

い
る
が
、
自
治
会
へ
の
加
入
率

は
低
下
し
て
い
る
。
考
え
は
。

答
弁　

補
助
金
と
加
入
率
の
関

連
性
の
判
断
は
難
し
い
が
、
駅

の
ホ
ー
ム
か
ら
見
え
る
ビ
ル
に

P
R
看
板
を
設
置
す
る
な
ど
、

自
治
会
連
合
会
等
と
連
携
し
て

加
入
促
進
に
努
め
て
い
る
。

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
法
人

市
民
税
が
減
と
な
っ
た
場
合
、

法
人
事
業
税
交
付
金
の
交
付
額

が
増
と
な
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

答
弁　

令
和
２
年
度
の
交
付
額

は
、
都
の
法
人
事
業
税
に
基
づ

い
た
見
込
み
額
で
あ
り
、
３
年

度
以
降
も
都
の
法
人
事
業
税
の

影
響
を
受
け
る
と
考
え
る
。

質
問　

認
知
症
検
診
の
実
施
に

伴
い
、
相
談
窓
口
に
お
け
る
財

産
管
理
等
の
相
談
も
増
加
し
て

い
く
と
想
定
さ
れ
る
。
対
策
は
。

答
弁　

今
後
、
財
産
管
理
な
ど

の
相
談
が
増
え
る
こ
と
は
想
定

さ
れ
る
が
、
ま
ず
は
認
知
症
の

早
期
発
見
・
治
療
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
本
検
診
の
主
な
趣
旨
で

あ
る
。

質
問　

（
仮
称
）
都
営
昭
島
福

島
町
団
地
備
蓄
倉
庫
新
築
等
工

事
に
つ
い
て
、
地
元
の
自
治
会

か
ら
、
祭
り
等
の
備
品
を
保
管

す
る
倉
庫
を
こ
の
用
地
に
置
か

せ
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
出

て
い
る
が
、
対
応
は
。

答
弁　

市
は
、
都
か
ら
防
災
備

蓄
倉
庫
等
と
し
て
用
地
を
借
り

る
た
め
、
目
的
外
の
使
用
は
困

難
で
あ
る
。

無

会

派

質
問　

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
に
つ

い
て
、
取
り
組
み
は
。

答
弁　

近
隣
市
と
情
報
交
換
を

行
い
、
調
査
・
研
究
し
て
い
る
。

質
問　

ア
キ
シ
マ
エ
ン
シ
ス
の

南
側
の
道
路
に
つ
い
て
、
過
去

に
死
亡
事
故
が
あ
り
、
ス
ピ
ー

ド
を
抑
制
す
る
ハ
ン
プ
を
設
置

し
た
経
緯
が
あ
る
。
通
常
の
舗

装
に
戻
し
て
し
ま
っ
た
と
の
こ

と
だ
が
、
考
え
は
。

答
弁　

様
々
な
意
見
を
い
た
だ

い
た
中
で
改
修
を
行
っ
た
。
過

去
の
経
緯
も
踏
ま
え
、
安
全
の

確
保
に
つ
い
て
、
昭
島
警
察
署

と
協
議
し
、
考
え
て
い
く
。

質
問　

利
用
率
が
上
が
っ
て
い

る
デ
ジ
タ
ル
家
庭
学
習
シ
ス
テ

ム
の
く
じ
ら
ー
ニ
ン
グ
を
通
じ

て
、
学
校
教
育
の
I
C
T
化
に

向
け
た
検
証
を
行
う
予
定
は
。

答
弁　

使
用
方
法
等
に
つ
い
て

学
校
と
相
談
し
な
が
ら
、
今
後

も
研
究
し
て
い
く
。

質
問

医
療
的
ケ
ア
児
を
受
け

入
れ
ら
れ
る
市
内
の
保
育
園
は

現
在
な
い
と
聞
い
た
。
受
入
れ

に
必
要
な
人
員
を
配
置
し
て
は
。

答
弁　

受
入
れ
の
体
制
等
を
綿

密
に
調
整
す
る
必
要
が
あ
り
、

全
都
的
に
も
受
入
れ
体
制
の
調

整
が
必
要
な
状
況
で
あ
る
。

2
面
下
段
よ
り

市政を市政を
質
問　

日
米
地
位
協
定
の
抜
本

的
な
改
善
を
求
め
た
全
国
知
事

会
の
提
言
に
基
づ
き
、
積
極
的

に
ア
メ
リ
カ
優
先
の
不
平
等
協

定
の
改
善
を
求
め
る
べ
き
。

市
長　

提
言
主
旨
と
共
通
の
認

識
を
持
っ
て
お
り
、
今
後
も
要

請
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

質
問　

オ
ス
プ
レ
イ
の
運
用
に

あ
た
り
日
米
合
同
委
員
会
合
意

事
項
厳
守
を
国
に
求
め
る
べ
き
。

市
長　

最
低
限
守
る
べ
き
も
の

で
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
国
に

要
請
を
重
ね
て
い
く
。

質
問　

全
て
の
子
ど
も
が
健
や

か
に
育
つ
環
境
を
整
え
る
た
め
、

子
ど
も
の
権
利
条
例
を
策
定
す

べ
き
と
言
い
続
け
て
き
た
が
、

所
見
は
。

市
長　

全
て
の
子
ど
も
が
尊
重

さ
れ
、
自
他
と
も
に
大
切
に
さ

れ
る
社
会
を
目
指
し
、
一
層
の

取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
理
念
の
普
及
・
啓
発

に
努
め
て
い
く
。

質
問　

介
護
福
祉
の
現
場
の
最

大
の
課
題
は
、
人
員
不
足
で
あ

り
、
労
働
環
境
、
賃
金
の
改
善

な
く
し
て
安
定
し
た
人
材
確
保

は
困
難
だ
と
思
う
が
、所
見
は
。

市
長　

福
祉
職
場
全
般
に
お
い

て
、
人
材
不
足
は
最
大
か
つ
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
今
後
も
人
材
確
保

の
支
援
を
し
て
い
く
。

質
問　

世
界
で
異
常
気
象
が
発

生
し
て
い
る
。
地
球
環
境
を
守

る
た
め
、
気
候
非
常
事
態
宣
言

を
発
信
す
べ
き
。

市
長　

策
定
中
の
次
期
環
境
基

本
計
画
中
に
地
域
気
候
変
動
適

応
計
画
等
を
内
包
し
た
う
え
で

対
応
施
策
を
展
開
し
て
い
く
予

定
で
あ
り
、
そ
の
内
容
を
踏
ま

え
、前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

近
隣
市
の
井
戸
で
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
で
あ
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が
高
濃
度
で
検

出
さ
れ
た
。
市
内
の
全
て
の
井

戸
の
水
質
検
査
の
公
表
を
。

市
長　

都
の
指
導
要
綱
に
よ
り

所
有
者
が
責
任
を
持
っ
て
衛
生

管
理
を
行
う
と
さ
れ
て
い
る
。

東
京
都
市
長
会
を
通
じ
て
、
地

下
水
実
態
調
査
の
地
点
数
拡
大

な
ど
を
都
に
要
望
し
て
い
る
。

質
問　

美
堀
町
の
集
団
移
転
跡

地
に
つ
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
の

視
点
で
住
民
と
協
議
し
、
国
有

地
の
有
効
活
用
を
図
る
べ
き
。

市
長　

ま
ず
は
有
償
使
用
希
望

者
が
継
続
使
用
で
き
る
よ
う
努

め
た
う
え
で
、
ま
ち
づ
く
り
の

視
点
を
踏
ま
え
ど
の
よ
う
な
活

用
が
可
能
と
な
る
か
検
討
す
る
。

質
問　

市
内
中
小
企
業
の
建
築
、

土
木
、
電
気
等
の
技
術
継
承
や

事
業
継
続
の
た
め
に
も
、
公
契

約
条
例
を
制
定
す
べ
き
で
は
。

市
長　

労
働
者
の
賃
金
及
び
労

働
条
件
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

そ
の
実
効
性
を
担
保
す
る
観
点

か
ら
、
国
の
法
制
化
に
よ
る
べ

き
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

学
校
給
食
共
同
調
理
場

整
備
に
伴
い
、
有
機
食
材
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
環
境
負
荷
や

健
康
被
害
の
不
安
を
減
ら
し
、

持
続
可
能
な
社
会
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

教
育
長　

有
機
食
材
は
食
の
安

全
性
の
面
で
は
有
効
だ
が
、
価

格
や
量
の
安
定
的
確
保
の
面
等

か
ら
困
難
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

質
問　

教
員
の
変
形
労
働
時
間

制
に
つ
い
て
、
長
時
間
労
働
は

改
善
さ
れ
ず
、
児
童
・
生
徒
と

向
き
合
う
時
間
が
確
保
さ
れ
な

い
た
め
、
反
対
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
所
見
は
。

教
育
長　

昭
島
市
の
教
職
員
の

勤
務
条
件
は
都
の
条
例
で
定
め

ら
れ
て
お
り
、
東
京
都
教
育
委

員
会
の
動
静
を
注
視
し
な
が
ら
、

適
正
に
対
応
し
て
い
く
。

質
問　

東
部
地
域
の
図
書
館
の

設
置
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
見

通
し
は
。

教
育
長　

必
要
性
は
十
分
認
識

し
て
お
り
、
設
置
場
所
、
規
模

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
拡
大
し
、
緊
急
か
つ

最
大
の
政
治
課
題
と
な
る
中
、

①
国
へ
民
間
医
療
機
関
や
自
治

体
な
ど
へ
の
支
援
強
化
、
都
へ

対
策
の
抜
本
的
強
化
を
求
め
る

べ
き
。
②
高
齢
者
世
帯
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
な
い
市
民

へ
の
情
報
提
供
体
制
の
確
立
を
。

市
長　

①
国
や
都
で
は
、
対
策

本
部
を
立
ち
上
げ
、
感
染
拡
大

防
止
策
に
全
力
を
挙
げ
て
い
る
。

引
き
続
き
対
応
を
注
視
す
る
と

と
も
に
、
市
に
お
い
て
も
対
策

本
部
を
立
ち
上
げ
た
。
②
適
切

な
情
報
提
供
に
努
め
る
と
と
も

に
、
情
報
弱
者
に
も
配
慮
し
、

様
々
な
媒
体
を
活
用
し
て
い
く
。

質
問　

市
政
運
営
に
お
け
る
基

本
的
立
場
に
つ
い
て
、
①
市
長

は
「
憲
法
を
擁
護
す
る
義
務
を

負
う
」べ
き
存
在
と
考
え
る
が
、

所
見
は
。
②
美
堀
町
の
国
有
地

問
題
で
、
住
民
の
訴
え
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

市
長　

①
市
長
の
立
場
に
関
わ

り
な
く
、
一
国
民
と
し
て
当
然

の
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
②
諸

課
題
に
対
し
て
様
々
な
意
見
が

あ
る
も
の
と
認
識
し
、
対
応
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

質
問

消
費
税
10
%
へ
の
増
税

後
に
つ
い
て
、
①
消
費
の
低
迷

は
明
ら
か
で
あ
る
。
５
%
へ
の

減
税
を
国
に
求
め
る
べ
き
。
②

市
民
へ
の
暮
ら
し
の
影
響
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

市
長　

①
社
会
保
障
の
充
実
と

安
定
を
図
る
た
め
必
要
で
あ
り
、

減
税
を
求
め
る
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
②
軽
減
税
率
制
度
の
導

入
な
ど
各
種
対
策
が
一
定
の
効

果
を
得
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。

質
問　

全
世
代
型
社
会
保
障
改

革
に
つ
い
て
、
①
国
は
年
金
制

度
の
見
直
し
等
、
生
涯
労
働
強

制
社
会
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い

る
。
見
解
は
。
②
国
は
一
般
会

計
か
ら
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
へ
の
公
費
繰
入
れ
に
ペ
ナ
ル

テ
ィ
措
置
を
導
入
す
る
方
針
だ

が
、
見
解
は
。
③
財
政
安
定
化

基
金
の
活
用
に
よ
り
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
の
値
上
げ
回

避
を
広
域
連
合
に
求
め
る
べ
き
。

市
長　

①
年
齢
に
関
わ
り
な
く

活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目

指
す
取
り
組
み
と
受
け
止
め
て

い
る
。
②
市
民
生
活
の
影
響
に

十
分
配
慮
し
な
が
ら
、
赤
字
繰

入
れ
の
計
画
的
な
削
減
に
努
め

て
い
き
た
い
。
③
継
続
的
な
財

政
安
定
化
の
た
め
、
基
金
を
取

り
崩
さ
な
い
と
の
判
断
で
あ
る
。

質
問　

都
立
病
院
・
公
社
病
院

の
独
立
行
政
法
人
化
は
、
医
療

後
退
、
患
者
負
担
増
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

市
長　

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
、

必
要
な
医
療
シ
ス
テ
ム
を
堅
持

す
る
た
め
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問　

子
ど
も
の
貧
困
の
実
態

把
握
の
た
め
、
庁
内
組
織
を
構

築
し
、早
急
に
取
り
組
む
べ
き
。

市
長　

国
が
実
施
予
定
の
全
国

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後

の
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

学
校
給
食
費
の
保
護
者

負
担
は
ゼ
ロ
を
目
指
す
べ
き
。

当
面
は
、
軽
減
策
の
検
討
を
。

教
育
長　

無
償
化
は
多
額
の
財

源
が
必
要
で
困
難
だ
が
、
食
材

料
の
購
入
に
対
し
て
１
食
当
た

り
６
円
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

質
問　

教
職
員
の
働
き
方
改
革

に
つ
い
て
、
国
の
進
め
る
一
年

単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
導
入

は
過
労
死
を
促
進
す
る
の
で
は
。

教
育
長　

東
京
都
教
育
委
員
会

の
動
静
を
注
視
し
な
が
ら
、
適

正
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

市
民
課
の
窓
口
業
務
の

民
間
委
託
化
は
断
念
す
べ
き
。

市
長　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・

向
上
、
行
政
運
営
の
効
率
化
を

前
提
に
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

横
田
基
地
所
属
の
米
軍

機
に
よ
る
被
害
か
ら
、
市
民
の

命
と
財
産
を
守
る
取
り
組
み
は
。

市
長　

市
民
の
声
を
受
け
止
め

な
が
ら
都
や
周
辺
市
町
と
の
連

携
を
基
軸
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
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みらいネットワーク

青山　秀雄　議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

く
ら
し
支
援
と
情
報
提
供
の
強
化
を日本共産党昭島市議団

佐藤　文子　議員

令
和
２
年
度
昭
島
市
行
財
政
運
営
の

全
般
に
つ
い
て
問
う


